
　当社はこれまで、知的財産戦略として、自社の技術・商品を
保護しつつ、企業の競争力を高めるために、積極的に知的財
産となる特許、意匠等の権利取得に努めてきました。さらに最
近では、知的財産部と事業本部との連携を強化し、ＩＰランド

知的財産

建設機械によるCO�排出量は国内産業部門全体の�.�%を
占めると言われており、カーボンニュートラルの実現に向け
て従来のディーゼルエンジンから動力源を抜本的に見直し
た革新的建設機械の導入が期待されています。このような
ニーズに対応するため、杭打機の電動化に関する技術開発
としてディーゼルエンジンから電動モーターに置き換える実
証実験に取り組んでおり、環境性能の高い製品を開発する
ことで持続可能な社会の実現への取組みを進めています。

技術開発の体制と取組み

　当社では、全社の技術開発を統括管理するとともに、先行
的な技術や共通の基盤技術の技術開発を推進する部門とし
て開発本部を設置しています。開発本部における主な技術開
発としては、革新的な製品・サービスに向けた新たな価値を
創出するための技術開発、ならびに既存製品の更なる品質向
上のための技術開発があり、各事業本部や大学などと連携し
て推進しています。

■新たな価値を創出するための技術開発
　革新的な製品・サービスに向けた、脱炭素、省人・省力化技
術については、各事業本部と連携し、電動化や自動運転など
の先行技術開発を実施しています。電動化については、開発
本部の先行開発で得られた知見を電動杭打機の開発へ展開
しています。また、ＡＩ（人工知能）を活用した技術開発にも力
を入れ、製品の付加価値向上に向けた開発に取り組むととも
に、溶接の状況をリアルタイムにモニタリングする技術に適用
して品質の向上と検査の省力化につなげていく開発にも取り
組んでおります。

当社は、創業以来���余年にわたり、インフラストラクチャー創造企業として、世の中に様々な製品・サービスを提供してきました。
今後も、最高品質のものづくりに更に磨きをかけるための技術開発を進めるとともに、お客様の潜在的・顕在的ニーズを汲み取り、
それを新たな価値のある製品・サービスとして提供することで、社会基盤の充実と発展に幅広く貢献してまいります。

技術開発 事例紹介
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杭打機の電動化

　引き続き、お客様の課題を解決するビジネスパートナーに
なれるよう技術開発で新たな価値を創出してまいります。

■更なる品質向上のための技術開発
　当社製品の品質向
上と製造コスト低減に
向けて、溶接、ボルト
締結、接合及び塗装
技術をはじめとする当
社ものづくりの基礎と
なる基盤技術の研究
開発に取り組むとと
もに、世の中の最新技術を当社のものづくりへ導入するため
の検証・評価に取り組んでいます。このため、各種の分析・
評価技術に加え、シミュレーション技術の向上にも取り組んで
います。
　引き続き、より高品質な製品に向けた技術を追求し、お客様
の信頼に応えてまいります。

スケープ等を活用した戦略的な知的財産管理に取り組んでい
ます。
　今後も、知的財産を重要な経営資源として位置付け、積極
的に知的財産戦略に取り組んでまいります。

サス テ ナ ビリティ基 本 方 針

重 要 課 題

日本車両は、企業理念に掲げる「最高品質のも
のづくり」を通じて、社会基盤の充実と発展に幅
広く貢献し、持続可能な社会の実現と持続的な
企業価値の向上を目指します。

長期ビジョンに掲げる「お客様の課題を解決す
るビジネスパートナー」として、鉄道の環境優位
性をより一層高めるため鉄道車両事業に磨き
をかけるとともに、各事業の活動を通じて、気候
変動リスクなどの地球環境問題や少子高齢化
に伴う労働力不足への対応といったお客様の
課題、ひいては社会全体の課題の解決に貢献し
ていきます。

明治��年（����年）創業以来の伝統と技術を守
りながら、将来にわたって「現場に安全と信頼を
スマートに提供」する役割を果たしていくため、ス
テークホルダーから当社への期待を受け止め、
さらなる事業基盤の強化に取り組んでいきます。

1環境負荷の低い製品・サービス
　 の提供
2自動化・省力化に資する製品・
　 サービスの提供
3脱炭素社会におけるものづくり
4働きがいのある職場づくり
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